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木曽川下流河川事務所では、木曽川水系河川整備計画に基づいた河道整備を実施してお

り、水位低下対策の一つとして長良川のしゅんせつ工事を継続的に実施している。 

しゅんせつ工事にあたっては発生した土砂の有効活用が非常に重要な課題であり、管内

の他工事や近隣の他事業と連携しながら有効活用を図っている。今後も継続的な事業間の

連携・調整を図りながらしゅんせつ土砂の有効利用を推進していく方針であるが、これま

での取り組み内容と今後の課題と事業展望について紹介する。 
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１． はじめに 

公共事業に係る予算が非常に厳しい中、建設発生土の

有効活用は、多くの公共事業が抱えている共通の課題で

ある。木曽川下流河川事務所においても、しゅんせつ工

事実施に伴って、毎年まとまった量のしゅんせつ土砂が

発生するため、その有効活用については積極的に取り組

んでいく必要がある。 

今回は、しゅんせつ土砂活用の現状と課題、有効活用

に向けた検討とともに、具体的な活用事例を紹介するこ

とで、より有効な活用方法を見いだし、徹底したコスト

縮減によって計画通りに事業進捗していくための方策に

ついて、紹介する。 

 

２． しゅんせつ土砂活用の現状と課題 

（１）長良川河道しゅんせつの概要 

 木曽川水系では平成20年3月に木曽川水系河川整備

計画を定め、災害の発生防止又は軽減のための河川整

備として、水位低下対策（河道掘削（しゅんせつを含

む。）や樹木抜開、洪水調節機能の強化など）や堤防

強化対策などの事業を進めている。 

その一つとして、長良川では水位低下対策としての

しゅんせつ工事を進めており、長良川の11～12kp付近

でこれまで約22万m3のしゅんせつ工事を実施している。

（H25:20,700m3、H26:108,400m3、H27:94,900m3） 

しゅんせつ工事では、しゅんせつ船で河道底部の土

砂を河川水と一緒に吸い上げ、高水敷に整備した排砂

池に土砂を吐き出し、運搬に適した含水量に調整した

後に各受け入れ先へ搬出している。 

（２）しゅんせつ土砂の現状と課題 

しゅんせつ土砂は工事実施に伴い今後も毎年約１０

万m3程度が継続して発生することから、長期的な視点

に立った受け入れ先の確保や更なるコスト縮減を踏ま

えた有効活用の推進が、事業を継続する上で非常に重

要な課題である。 

 

 
図－１ しゅんせつ工事位置図 



 

 

図－２ しゅんせつ工事の作業イメージ 

 

 

写真－1 高水敷に整備した排砂池（上坂手地区） 

 

写真－2 しゅんせつ船 

 

３． しゅんせつ土の有効活用に向けた検討 

（１）しゅんせつ箇所の条件 

  長良川でのしゅんせつ箇所には以下の条件がある。 

 

・しゅんせつ期間は４月～９月に限定される。（漁

業への影響に配慮） 

・現在排砂池は上坂手地区、福原地区の２箇所。 

・上坂手排砂池は、長良川と揖斐川に挟まれた背割

堤の高水敷にあるため、土砂運搬時は背割堤上の

県道を利用することになり、交通量の多い道路で

あることから日当たり搬出量に一定の制限がかか

る。 

 

（２）しゅんせつ土砂の特性 

長良川で発生するしゅんせつ土砂は以下の特性を有

している。 

・物理特性としてシルト～砂に分類され、掘削箇所、

深度によって変化する。なお、H25以降のしゅん

せつ土砂は主に砂質土である。（図－3） 

・土壌汚染に係る環境基準について調査（溶出試験、

含有量試験）をした結果、有害物質は検出されて

いない。 

 

 

    図－3 代表粒径加積曲線集積図 

 



 

 

（３）受け入れ先の条件 

有効活用する上では以下に示すような受け入れ先の

条件を満たす必要があるため、受け入れ先との調整時

に以下の項目を確認している。 

・粒度特性など土質条件 

・受け入れ時期 

・受け入れ量 

・受け入れ時間帯 

・指定運搬ルートの有無     等 

 

（４）活用計画の検討 

前述の各種条件を組み合わせ最適な活用計画を定め

るとともに、条件が変更になった場合は、適宜見直し

を行っている。以下に活用計画の検討イメージを示す。

（図－4） 

 
図－4 活用計画検討のイメージ 

（５）活用先の選定方法 

  活用先の選定にあたって、まず当事務所の治水事業

としての活用を優先して選定している。当事務所内

（近距離）で活用を進めることでしゅんせつ工事での

運搬コストを抑え、受け入れ先での材料費削減に繋げ

ている。 

次に、事務所内で活用が出来ない土砂について、他

の公共事業への活用の他、地元自治体からの要望に応

える形で、まちづくりなどに活用している。 

 

４． しゅんせつ土砂の活用事例 

当事務所におけるこれまでのしゅんせつ土砂の活用

事例を以下に示す。 

（１） 治水事業への活用 

しゅんせつ土砂の中から砂を分別し、堤防の耐震

対策のための砂杭として活用。（写真－3） 

また、透水性の低い土砂等を利用し、堤防強化の

ための高水敷整備に活用。（写真－4） 

その他、河川防災ステーションの地盤改良や、仮

設工（鋼矢板二重締め切りの中詰土）等にも活用。 

 

写真－3 堤防の耐震対策（砂杭）への活用 

 

写真－4 堤防強化（高水敷整備） 

（２） 他の公共事業での活用 

   三重県、愛知県と連携し、木曽岬干拓地整備事業

で活用（写真－5） 

 
写真－5 他の公共事業 

（木曽岬干拓地整備事業）での活用 



 

 

（３） 地域のまちづくりへの活用 

・地元自治体からの要望（観光振興）に基づき、

「ナガシマリゾート」の駐車場の拡張等に活用。

（写真－6） 

 

 

写真－6 地域のまちづくりへの活用 

（ナガシマリゾート） 

 

（４） 建設資材への活用 

 上記のような、公共事業への活用後のしゅんせつ土砂

について、土砂採取事業者（河川法第２５条の許可及び

砂利採取法第１６条の認可を受けようとする事業者）を

公募し、建設資材への活用を図っている。（平成２７年

度からの取り組み） 

 

図－5 記者発表資料（Ⅰ），公募資料（Ⅱ） 

 

 

 

５． 今後の予定 

（１） 自然再生事業への活用 

今後は当事務所が行っている自然再生事業（干

潟再生）への活用に向けて各種環境調査やモニタ

リング結果を踏まえて関係者との調整を行ってい

きたいと考えている。 

 

写真－7 干潟再生イメージ 

 

（２） 広域的な土砂活用の推進 

これまでは、当事務所の事業への活用、沿川自治体の

要望や事業への活用を主に図ってきたが、今後は更なる

活用先の拡大を目指し、広域的な自治体への活用もコス

トや地域全体の防災力の向上（便益）等を念頭に模索し

ていきたい。 

 

６． おわりに 

 以上、活用事例を中心にご紹介した当事務所の取り組

みは、決して目新しいものではないが、今後も地道な取

り組みを積み重ねるとともに、そういった取り組みの情

報発信及び収集を積極的に行い、コストの更なる縮減、

事業の進捗を図りたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 


